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これまで経験のない事態に対する町の対応を問う 

 

この２年近く新型コロナウイルス感染症の感染拡大という近年経験のない事態に、

開成町民のみならず世界中の人々が平穏な日常を奪われ、自粛生活を余儀なくされ

た。 

 私たちはこのような感染症だけでなく、日本国内はもとより世界各国で多発してい

るこれまでに経験のない自然災害の現実を見る中で、自分の命を守るため日常生活に

おいてしっかりと備えをしておかなければならない状況におかれている。 

 しかし、山も海もない本町は、近隣をはじめ国内でも自然災害の被害は少ない安全

な町として、多くの町民は災害など非常事態に対しあまり関心を持たずに,大きな不

安もなく暮らしているのが現実ではないか。 

 ただ新型コロナの感染拡大や地球上で頻発するこれまで経験のない自然災害などの

現状を考えると、それら様々な事態に対し国や県だけでなく、地方の自治体もその対

応策を真剣に考えておく必要があると考える。 

 そこでこれまで経験のない事態、これは自然災害だけではなく、今回の新型コロナ

のようなウイルスの感染症、あるいは他国からの武力攻撃、テロなど様々考えられる

と思うがこれらの事態が発生した時、町は町民の命と財産を守るためにどのような対

応を考えているのか。 


